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瀬戸市熱中症対策指定暑熱避難施設の管理運用に関する協定書（案） 

 

瀬戸市（以下「市」という。）と〇〇（以下「クーリングシェルター管理者」）は、国

の熱中症対策実行計画に基づき、市民等の暑さをしのぐ場所を確保し、開放する暑熱避

難施設（以下「クーリングシェルター」という。）の管理及び運用に関して、次のとお

り協定を締結する。 

 

（目的） 

第１条 この協定はクーリングシェルターを適正かつ円滑に管理し、及び運用するため

に必要な事項を定めることを目的とする。 

 

（対象施設） 

第２条 本協定の対象であるクーリングシェルターは次のとおりとする。 

 施設名〇〇〇 

 

（実施期間） 

第３条 クーリングシェルターの実施期間は毎年度４月１日から１０月３１日までとする。

ただし、初年度は協定締結日を開始日とする。 

 

（開放日及び時間） 

第４条 開放することができる日及び時間は次のとおりとする。なお、熱中症特別警戒

情報発令時はその日時において必ず開放するものとする。 

例：平日の〇〇時から〇〇時まで 

月曜日を除く〇〇時から〇〇時まで（２４時間表示） 

 

（受け入れ可能人数） 

第５条 開放により受け入れることが可能であると見込まれる人数は次のとおりとす

る。 

 〇〇人 

 

（管理及び運用） 

第６条 クーリングシェルター管理者は、次の事項のとおり施設を管理及び運用する。 

⑴ 開館又は営業時間中は、避難者が自由に出入り可能とする。 

⑵ 冷房設備は、適切に維持管理及び稼働する。設定温度は、避難者が快適に過ごせ

る温度とする。 

⑶ 受け入れ可能人数に応じて、一人あたりの空間を適切に確保する。併せて、休憩
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できる椅子・ソファ等を配置する。 

⑷ 避難者の熱中症予防のための飲食を可能とする。 

⑸ 避難者にクーリングシェルターであることがわかるよう掲示を行う。 

⑹ 環境省の熱中症予防情報について積極的に取得し、把握に努める。 

⑺ 熱中症特別警戒情報発令時は、第３条に定める日時において必ず開放する。 

⑻ 市のホームページ等によるクーリングシェルター公表に協力する。 


